
１．目　　的

２．主　　催

３．後　　援

３．日　　時

４．会　　場

５．試合時間

順位決定リーグ：３０分（１５分－５分－１５分）

６．競技方法

５） リーグ戦の特例　リーグ戦において不戦の場合は、３－０として記録する。

　　競技規則を準用する。

７．選手交代

８．審　　判

９．開・閉会式 開会式及び閉会式は、新型コロナウィルス拡大防止の観点から開催しない。

ただし、表彰については、代表選手及び優秀選手のみに対して行う。

９．表　　彰

１０．会場準備

１１．その他

１２．雨天の場合

川越市サッカー少年団ＨＰ：http://kawagoejs.web.fc2.com/　で掲示する。

８） センターサークル・ゴールエリアは６ｍの円、ＰＫマークは６ｍとする。　

９） オフサイドはないものとし、その他のルールについては、（公財）日本サッカー協会

令和２年１１月３日（祝・火）・７日（土）（予備日：１５日（日））

芳野台グラウンド

予選リーグ：２０分（１０分－５分－１０分）

１） 組み合わせ　参加１９チームを４ブロックに分け、予選リーグ戦を行ない、

別途定める。

　　　　　　　　　　　順位ごとの対戦を行って順位を決定する。

６） 順位戦の勝敗　勝敗が決しない場合は、ＰＫ戦（３人）による。

インプレー中、アウトオブプレー中に関わらず自由な交代とし、交代ゾーンを使用する。

１人制とする。

７） ゴールはミニゴールとし、コートサイズは５０ｍ×３３ｍを基準とする。

役員等の指示により指定された場所に駐車し、各チーム４台以内（指導者除く）までとする。

なお、駐車場内の走行は最徐行とし、駐車場への入出はチームまとまって行うこと。

駐車場に入る際は必ず駐車証を掲示し、駐車証が無い場合は駐車を認めない。

各チーム１名　８時００分までに集合のこと。 

試合の決定は6時30分に行い、中止の場合は

２） １チーム８人以下の競技者によって行う。（試合成立は、６人とする。）

３） リーグ戦の勝点　①勝：３　②分：１　③負：０

４） リーグ戦の順位　①勝点②得失点差③得点④お互いの勝者⑤ＰＫ戦で決定する。

武州ガス株式会社

第１４回武州ガスクリーンカップＫＪＳ少年サッカー大会
実　　施　　要　　項

サッカーを楽しみながら、小学生低学年で必要な技術の習得と、フェアプレーの精神、

思いやり、規律の励行を学ぶと共に、他チームとの友好を深めることを目的とする。

川越市サッカー少年団



１３．運営協力

１４．試合の進め方に関する留意点
（１）握手・円陣・整列・肩組み・ハイタッチ・抱擁は行わない。
（２）試合開始前（及びＰＫ戦の前）は、審判団と両チームキャプテンのみでコイントスを行い、他の選
手はエンドが決まってから、そのエンドに整列せずに入場する。
（３）試合中の声を出す指導者は、原則として①同時に１人で、②立ち上がり・前にでて、③大声になり
すぎない、といった点に配慮する。（飛沫拡散を抑制）
（４）試合終了直後、審判団と両チームキャプテンのみで試合結果を確認し、他の選手は速やかに自
チームベンチへ整列せずに退出する。

１５．注意事項
（１）埼玉県サッカー協会４種少年連盟『サッカー活動の再開に向けたガイドライン（第２版）』及び埼玉
県西部地区少年サッカー連絡協議会『埼玉西部地区での大会運営に関する新型コロナウィルス感染
拡大予防ガイドライン』を遵守の上、大会参加関係者は、感染拡大予防に協力すること。
（２）各チーム代表者は、大会参加する選手、指導者及び保護者（応援を含む）について、会場に到着
後速やかに『大会会場利用者名簿』及び『大会参加にあたってのチェックシート』を本部に提出するこ
と。
（３）選手は、試合時間にあわせて集合し、試合終了後は速やかに帰宅すること。
（４）当日、参加する選手、指導者及び保護者は、咳エチケット、手洗いうがい、アルコール消毒を積
極的に行うこと。
（５）マスクを持参し、必ず着用すること。（試合中は除く。）
（６）選手、指導者及び保護者で、発熱、咳、全身痛などの症状がある場合や、体調に不安がある場
合には、必ず参加を控えること。
（７）グラウンドではあるが、『３つの密』密閉空間、密集場所、密接会話を避けること。
（８）大声での発声、声援、又は近接した距離での会話は行わないこと。

抽選番号２・７・１２・１７のチームとする。


